
 

令和４年度   

工業「情報技術基礎」シラバス 

県立那覇工業高等学校 

教 科 学 科 科目名 学年 学期 単位数   必修・選択 

工 業 自動車科 情報技術基礎 ２ 全 ２  必修 

使用教科書 情報技術（実教出版） プリント、課題 他 

 

１ 科目の目標 

 社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解させるとともに、情報技術に関する基礎的な

知識と技術を習得させ、情報及び情報手段を活用する能力と態度を育てる。  

 

２ 学習の方法 

 ①  産業社会と情報技術 

   情報化の進展と産業社会及び情報のモラルと管理について取り扱い、産業社会と情報技術に関   

する基礎的な知識を習得させることをねらいとする。 

 ②  プログラミングの基礎的理解 

   流れ図、基本的なプログラミング及びプログラムとデータの取り扱いについて理解させ、プロ   

グラミングに関する基礎的な知識と技術を習得することをねらいとする。 

 ③ ハードウェアに関する知識の習得。 

     論理回路、処理装置の構成と動作及び周辺装置について取り扱い、ハードウェアに関する基礎   

的な知識と技術を習得することをねらいとする。 

 ④ マルチメディア・制御・通信 

   マルチメディアの活用、コンピュータ制御及びデータ通信とネットワークについて取り扱い、   

マルチメディア・制御・通信に関する基礎的な知識と技術を習得することをねらいとする。 

⑤  各種ソフトウェアの理解と活用 

   オペレーティングシステムの基礎及びアプリケーションソフトウェアの利用について取り扱

い、   ソフトウェアに関する基礎的な知識と技術を習得することをねらいとする。 

   （ワード、エクセル、パワーポイント） 

 

３ 評価の観点や方法 

評価の観点 内    容 評価方法 

①関心・意欲・態 

  度 

 

情報化社会を構築する技術について関心を持ち、

情報活用能力の向上に意欲的に取り組むととも

に、情報技術を社会の発展に役立てようとする創

造的・実践的な態度を身につけている。 

①授業態度 

②提出物 

③学習用具をそろえる 

   

②思考・判断 

 

情報技術の適切な活用法を判断し、情報技術に関

する諸問題の解決を目指して自ら思考を深め、創

意工夫する能力を身に付けている。 

①課題 

②小テスト 

③技能・表現 

 

情報及び情報手段を適切に活用する技術を身に付

け、実際の仕事を合理的に計画し、適切に処理す

るとともに、その成果を的確に表現できる。 

①課題 

②発表する力 

④知識・理解 

 

社会における情報化の進展と情報の意義や役割を

理解し、情報技術に関する基礎的な知識を身に付

ける。 

①定期考査 

②小テスト 

③課題 



 

学

期 

時

数 
単 元 指導目標 

指導内容・（評価の観点） 

及び留意点 

評価方法・指

導 

補助 

教材 

１

学

期 

 

６ 

第１章 

産業社会と情報技術 

 情報と生活、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの 

 特長、発達、利用 

 情報化社会のﾓﾗﾙと管理 

 

情報と情報処理の概念を理解

させる。実生活とｺﾝﾋﾟｭｰﾀの関

わりを理解させる 

情報の取り扱い方とﾓﾗﾙを周

知させ、社会問題について考え

ることができる 

 

コンピュータの発達と歴史。 

情報化の進展と社会。 

情報化社会のモラルと管理。 

（携帯電話やネットなどの利便

性と社会的問題） 

ノート提出 

課題提出 

（定期や小テスト 

章末問題） 

（就職・公務員試

験の過去問題） 

 

出席状況、授業態

度 

 

机間巡回指導 

（ＴＴ指導） 

就職問題 

公務員試験 

 

視聴覚教材 

（ＤＶＤ，ﾋﾞ

ﾃﾞｵなど） 

８ 

第２章 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰの基本操作とｿﾌﾄｳ 

ｪｱの基礎 

ＯＳやｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄについ 

ての基礎知識 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに必要なｿﾌﾄについ 

ての基礎知識 

起動、基本的操作、印刷、保

存ができる。 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと周辺機器の取り扱

いができる 

パソコン利用技術検定３級レ

ベルの記述試験対策を行う 

ＯＳやｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄの種類を

理解できる。 

 

基本的操作（キーボード、マウ

ス、記憶装置について） 

ソフトウェアの種類と役割。 

（基本ソフトウェア、応用ソフ

トウェア） 

 

２ 

第３章 

プログラミング、流れ図 

アルゴリズム 

基礎的なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを理解でき

る。 

ﾌﾛｰﾁｬｰﾄにおける記号を理解で

きる。 

プログラム言語の種類。 

流れ図の読み方と理解。 

８ 

第４章 

ハードウェア 

論理回路、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの構

成、処理装置と周辺装置 

第５章 

データ通信､ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ 

論理回路（ＡＮＤ、ＮＯＴ、Ｏ

Ｒ，ＮＡＮＤ，ＮＯＲ）を理解

できる 

２進数、１６進数が理解でき

る。 

ﾃﾞｰﾀ､ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱの概要を理解す

る 

データの表し方。 

論理回路の基礎～応用。 

処理装置と周辺機器。 

 

ﾃﾞｰﾀ通信とﾈｯﾄﾜｰｸ 

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱの活用 

１４ 

ワープロソフトの活用 

 

マイクロソフトワードの基本的

活用ができる。 

文書、表作成および装飾ができ

る。パソコン利用技術検定３級

の実技試験レベルの文書作成が

出来る 

文書作成、コピー、移動、貼り 

付け。文書の配置と装飾。 

クリップアートの挿入 

保存と印刷。 

資格試験の実技練習問題 

 

 

 

 

 

課題 

（定期，小テス

ト） 

 

出席状況、授業へ

の意欲、態度 

 

机間巡回指導 

（ＴＴ指導） 

 

発表内容、態度 

 

各種文書問

題（新聞記

事、ワープ

ロ検定過去

問題） 

 

表計算問題

（自作問題

やネット上

の提供問

題） 

 

 

 

インターネ

ット 

２

学

期 
１４ 

表計算ソフトの活用 

 

 

 

 

マイクロソフトエクセルの基本

的活用ができる 

表作成、データ入力およびグラ

フ作成ができる。 

ワードとのリンクができる 

基本的関数を活用できる。 

エクセルのメニューや各種ツー 

ール。データの入力と修正。 

表の作成（罫線、各種関数の活 

用）。書式の設定と編集 

各種グラフの作成と編集 

保存、印刷 

１８ 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｿﾌﾄの活用 

 

 

 

 

マイクロソフトパワーポイント

の基本的活用が出来る 

 スライドの作成ができる 

 静止画、動画の取り込みおよ

び編集、装飾ができる 

ネットから情報を収集するこ

とができる。 

 スライドショーの活用 

メニューや各種機能の確認。 

スライドの作成と編集 

（静止画、動画の挿入） 

スライドの装飾と挿入 

クリップアートの活用 

スライドショーの実行 

インターネットやビデオ、デジ 

カメからデータの取り込み 

３

学

期 

総授業時数 ７０ 時 間 

 


